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平
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衆
議
院
議
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二
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出
内
閣
府
啓
発
広
報
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に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
内
閣
府
啓
発
広
報
費
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
（
目
）
啓
発
広
報
費
の
内
訳
は
、
放
送
諸
費
が
二
十
六
億
八
千
二
百
十
九
万
三
千
円
、
出
版
諸
費
が
五
十
三
億

五
千
九
十
七
万
五
千
円
、
対
外
広
報
諸
費
が
六
億
八
千
六
十
六
万
円
、
事
業
諸
費
が
二
億
二
十
一
万
九
千
円
、
世
論
調
査
諸

費
が
一
億
六
千
四
百
四
十
三
万
二
千
円
及
び
「
国
民
と
の
対
話
」
の
実
施
に
必
要
な
経
費
が
八
千
五
百
十
二
万
六
千
円
で
あ

る
。
ま
た
、
御
指
摘
の
（
目
）
啓
発
広
報
費
は
、
政
府
広
報
の
毎
年
度
の
実
施
状
況
及
び
本
年
度
の
実
施
見
込
み
を
踏
ま
え

て
計
上
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
（
目
）
啓
発
広
報
費
か
ら
年
金
記
録
問
題
へ
の
政
府
の
対
応
等
に
関
す
る
政
府
広
報
に
支
出
し
た
額
及
び
既
に

支
出
を
決
め
て
い
る
額
は
、
事
業
者
と
の
間
で
広
報
内
容
を
確
定
せ
ず
に
年
度
ご
と
に
契
約
を
行
っ
て
い
る
た
め
当
該
対
応

等
に
関
す
る
広
報
の
み
に
要
し
た
費
用
を
算
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
除
き
、
約
八
億
千
四
百
四
十
万
七
千
円
で
あ

る
。
そ
の
内
訳
は
、
新
聞
突
出
し
広
告
が
約
八
百
十
二
万
四
千
円
、
新
聞
記
事
下
広
告
が
約
五
億
三
千
七
百
七
十
三
万
二
千

円
、
新
聞
折
込
広
告
が
約
一
億
五
千
七
百
八
十
七
万
円
、
雑
誌
広
告
が
約
千
百
四
万
八
千
円
、
政
府
広
報
誌
が
約
三
百
五
十

一



二
万
一
千
円
及
び
テ
レ
ビ
ス
ポ
ッ
ト
が
約
九
千
六
百
十
一
万
二
千
円
で
あ
る
。
ま
た
、
年
金
記
録
問
題
へ
の
政
府
の
対
応
等

に
関
し
今
後
実
施
す
る
予
定
の
政
府
広
報
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
は
未
定
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

新
聞
突
出
し
広
告
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
電
通
、
株
式
会
社
博
報
堂
及
び
株
式
会
社
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
ア
ド
ワ
ー

ク
と
、
新
聞
記
事
下
広
告
の
原
稿
制
作
の
一
部
の
回
数
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
博
報
堂
と
、
同
広
告
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、

株
式
会
社
ア
イ
ア
ン
ド
エ
ス
・
ビ
ー
ビ
ー
デ
ィ
オ
ー
、
株
式
会
社
電
通
及
び
株
式
会
社
日
本
経
済
社
と
、
新
聞
折
込
広
告
の

企
画
、
制
作
、
折
込
等
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
毎
日
広
告
社
と
、
雑
誌
広
告
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
電
通
と
、

政
府
広
報
誌
の
制
作
及
び
配
布
に
つ
い
て
は
、
社
団
法
人
日
本
広
報
協
会
と
、
テ
レ
ビ
ス
ポ
ッ
ト
の
制
作
、
放
送
等
に
つ
い

て
は
、
株
式
会
社
電
通
と
そ
れ
ぞ
れ
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
契
約
を
行
っ
た
。
ま
た
、
新
聞
突
出
し
広
告
、
新
聞
記
事
下
広

告
及
び
雑
誌
広
告
の
原
稿
制
作
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
会
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
二
十
九
条
の
三
第

五
項
に
規
定
す
る
「
契
約
に
係
る
予
定
価
格
が
少
額
で
あ
る
場
合
」
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
新
聞
突
出
し
広
告
の
原
稿

制
作
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
デ
ル
フ
ィ
ス
及
び
株
式
会
社
博
報
堂
と
、
新
聞
記
事
下
広
告
の
原
稿
制
作
の
一
部
の
回
数
及

び
雑
誌
広
告
の
原
稿
制
作
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
オ
リ
コ
ム
と
そ
れ
ぞ
れ
随
意
契
約
を
行
っ
た
。

二



四
に
つ
い
て

「
社
会
保
障
カ
ー
ド
（
仮
称
）
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年
七
月
五
日
の
年
金
業
務
刷
新
に
関
す
る
政
府
・
与
党
連
絡

協
議
会
に
お
い
て
取
り
ま
と
め
た
「
年
金
記
録
に
対
す
る
信
頼
の
回
復
と
新
た
な
年
金
記
録
管
理
体
制
の
確
立
に
つ
い
て
」

に
お
い
て
、
年
金
記
録
管
理
の
在
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ
と
と
し
、
新
た
な
年
金
記
録
管
理
シ
ス
テ
ム
と
と
も
に
、
平

成
二
十
三
年
度
中
を
目
途
に
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
「
社
会
保
障
カ
ー
ド
（
仮
称
）
」

の
導
入
の
方
針
に
つ
い
て
も
、
年
金
記
録
問
題
へ
の
対
策
の
一
環
と
し
て
、
広
く
国
民
に
周
知
す
る
た
め
、
政
府
広
報
「
あ

し
た
の
ニ
ッ
ポ
ン
」
（
二
〇
〇
七
年
七
月
第
二
号
）
に
記
載
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

年
金
記
録
問
題
が
国
民
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
り
、年
金
記
録
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
の
回
復
を
図
る
た
め
、

年
金
記
録
問
題
へ
の
政
府
の
対
応
等
に
つ
い
て
広
く
国
民
に
周
知
す
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

三


